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1学期 ありがとうございました 
 

1学期が終わります。新型コロナウィルスの感染防止に向けた対応をとりながらの教育活 

動でしたが、保護者の皆様には、日頃の授業のほか、授業参観や懇談会、面談はじめ、たくさ

んのご理解とご協力をいただきました。ありがとうございました。 
 
 

高等部Ａ・Ｂ部門実習 
 

今学期の大きな行事の一つとして、6月を中心とした高等部の校内、現場実習がありまし

た。 生徒の皆さんが、これまでの学習経験で培った力を活かしながら、卒業後の生活に必要

な基本的なルールやマナー、挨拶、報告、コミュニケーションについて、また、体調管理や社会

とのかかわりについて、将来をイメージする機会になりました。 

今回の現場実習では、企業や施設、事業所など約50か所で実施しました。清掃やお菓子、 

パンづくり、軽作業、接客、創作活動など多様な内容に取り組みました。ご協力く 

ださいました関係の皆様に、この場をお借りして御礼申し上げます。 

また、学部間のつながりの面では、例えば中学部B部門では、毎週水曜日に作 

業学習をおこなっています。３班構成で、牛乳パックを使った葉書や使い捨てマ 

スクのケース、ティッシュケースカバーづくりに取り組み、今後の生活への意識や 

力を育む学びを進めています。 
 
 

夏休みに入ります 
 

『菜根譚（さいこんたん）』という書物に 「磨礪（まれい）はまさに百煉（ひゃくれん）の金の

ごとくすべし」という言葉があります。じっくりと経験を重ねたり、知識をつけたりすることが

人としての力を強くすると思います。今学期の取り組みを振り返り、２学期に向けた歩みにつ

いて、また９月以降の面談等で、担任や関係職員と共に考えていきたいと存じます。 

暑さが続くと思いますが、冷房等使用時も部屋の換気も忘れずに、 

体調に気をつけてお過ごしください。  
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今号は、知的障害教育部門（Ｂ部門）の高等部（本校）・分教室の紹介です。 

 

高等部Ｂ部門 

今年度は、37名の新入生を迎え、４クラスで活動しています。社会人コース２・３年

生38名と職業人コース２・３年生24名の生徒の合計99名でスタートしました。 

今年の１年生からは、コース制ではなく、生徒が共に学び、共に育つことを通して、

お互いを理解し、尊重しあうことをめざして、学年が一つとなって活動しています。高等

部入学という大きな環境の変化でしたが、 

１年生の生徒たちは新しい友達や学校生活に徐々に慣れてきた様子です。２・３年生

は６月に実習期間があり、校内での実習と校外での現場実習等を行ってきました。どの生

徒も実習中は、緊張した様子で取り組んでいました。 

高等部の学校生活では、生徒一人ひとりの実態に応じて、学習を進めていきますが、

まずは「おはようございます」などのあいさつを大切にして、高等部卒業後に向けて、い

ろいろなことを学んでいってほしいと思います。 

（高Ｂ学部長 小島憲二） 

 

分教室 

令和３年度は１年生 15名、２年生 14名、３年生 15名、総勢 44名の生徒が、高校生

活を楽しみつつ、高等部卒業後の進路に向けて、学んでいます。４月に入学した 1年生

は、当初は交通機関を使った通学など環境が変わったこともあり、やや疲れを見せていま

したが、ようやく学校生活にも慣れてきて、様々な場面で力を発揮しつつあります。６月

には、２・３年生は実習期間があり、校内での実習と校外での現場実習・職場体験を行っ

てきました。校内では、企業等からの受注作業や高校内の清掃など緊張感を持ちながら真

剣に取り組んでいた姿が印象的でした。また、実習後には全学年での実習報告会がありま

した。２・３年生の実習に関する発表や後輩に対するアドバイス等を、１年生は真剣な表

情で聞いていました。それぞれの学年がお互いに刺激を受けつつ成長していくことは、横

浜氷取沢分教室の特色だと改めて感じた報告会でした。 

（横浜氷取沢分教室長 柴田啓介） 
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